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　メッセージ　住友商事株式会社

多様なテナントニーズに対応

設計コンセプト

利用者の利便性・快適性に配慮
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■工　事　名　称：SOSiLA厚木上依知新築工事
■発　注　者：住友商事株式会社
■設計・監理：浅井謙建築研究所株式会社
■施　　　工：株式会社熊谷組東京建築支店
■建　設　地：神奈川県厚木市上依知－１
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：Ｓ造地上４階建て。建築面積，．㎡、延床面

積，．㎡
■工　　　期：年月～年６月 ４階倉庫

　住友商事は、神奈川県厚木市で開発していた
物流施設「SOSiLA厚木上依知（あつぎかみえ
ち）」を完成させた。首都圏中央連絡自動車道
からのアクセス性が高く、配送効率と優れた環
境対応に配慮している。設計・監理を浅井謙建
築研究所が、施工を熊谷組が担当した。

完成
　神奈川県厚木市で開発した「SOSiLA厚木上依知」が完成しました。県央エリ
アにおける旺盛な物流需要の高まりを背景に、当社が展開する物流施設シリー
ズの一環として開発を進めてきました。スロープ型（中央車路方式）を採用し、
作業効率の向上と荷役動線の最適化を実現しています。また、多様なテナント
ニーズに応えられるよう、最小約，㎡からの分割賃貸に対応な設計としま
した。

　本施設は、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）「相模原愛川ＩＣ」から約．
㎞という優れたアクセス性を有し、東名高速道路や中央自動車道とも連携し
た広域配送ネットワークの構築が可能な立地です。首都圏広域配送と地域配送
の双方に適したロケーションであり、配送リードタイムの短縮や輸送効率の向
上に寄与します。国道号など主要幹線道路との接続性にも優れ、トラック
動線の確保が容易である点も大きな強みです。
　環境負荷の低減と持続可能な物流インフラの実現に向け、作業効率の高い施
設設計を通じてエネルギー使用の無駄を削減するとともに、建物の断熱性能や
設備効率の向上により、運用時の環境負荷低減に配慮しています。さらに、テ
ナント企業の効率的な物流オペレーションを支えること自体が、輸送回数の最
適化や二酸化炭素（ＣＯ）排出削減にも寄与すると考えています。
　従業員の方がリフレッシュできるラウンジスペースを確保し、日々の業務の
合間に快適に休憩できる環境を整備しています。また、トラック動線と歩行者
動線の分離や安全な車両動線の確保により、安全性にも十分配慮しています。
駐車場や駐輪場の整備により通勤利便性を向上させるなど、従業員の働きやす
さ向上にも取り組んでいます。物流業界において人手不足が課題となる中、労
働環境の改善と人材確保に貢献してまいります。

　本計画地は、都心から約～㎞を環状に連絡する、圏央道（首都圏中央連絡自動車道）
の相模原愛川ＩＣに至近の立地であり、東名高速、中央道、関越道、東北道、常磐道、東
関東道等の放射状に延びる高速道路や都心郊外の主要都市を連絡することから、広域配送
に加えて首都圏への即日対応にも適しています。

　本建物はＳ造、地上４階建て、建物と一体で設けられたスロープを自走することで、１
階および２階にアクセスする中車路形式を採用し、安全性を確保しながら効率的な車両動
線を確保した計画としています。また、１階と４階、２階と３階の其々をメゾネット利用
する立体的な構成により、各組を４分割可能なことから、最大８テナントが入居可能なマ
ルチテナント型物流施設になります。
　更に、敷地北側には危険物倉庫を別棟で配置することで、様々なニーズに応じることを
目指した計画としました。
　自然環境への配慮としては、可能な限り既存樹木を残置して、敷地外周に緑地空間を設
けることで、緑豊かな周辺環境に融和するように努めました。また、計画地は飲食店やコ
ンビニ等まで距離のある立地環境であるため、西側コアの４階にラウンジを計画し、落ち
着いてリフレッシュ出来る空間を提供すると共に、自販機を充実させたコーナーを設ける
など、本施設を利用する方々の利便性・快適性にも配慮した計画となっています。

浅井謙建築研究所株式会社　代表取締役会長　浅井　謙

SOSiLA厚木上依知

撮影株式会社プライズ　山崎浩治


